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２学期始まりにあたり「自分を大切にする力」について考える 

２学期に入っても夏の延長と思える暑い日が続きます。今の６年生が１年生の頃はまだエアコン

がなかったはずですが、どうやって過ごしていたのかと思うような暑さです。暑くて学習に不向きと

いうことである夏季休業は教職員にとって、まとまった研修を行うことができる貴重な時間です。学

校長である私も様々な学びを得たのですが、ここではそのうちの二つを紹介します。 

１ 園長先生と校長の合同研修 

夏休みに入ってすぐに松江市幼小連携管理職研修に校

長・教頭で参加しました。市内の小学校・義務教育学校３

４校と幼児教育施設８５園が参加です。小学校区の１校７

園の校園長で子どもたちにつけたい力を話し合いました。

それぞれの学校、園の考えを付箋に書いてまとめていくの

ですが、最上位の力は「 自分を大切にする力」と がんばり

ぬく力」となりました。どちらも本校でつけたい力として

います。特に「自分を大切にする力」を推す声が多くあり

ました。校種がちがっても目指すところは一致していると心強く思いました。 

２ 人権についての研修 

この「 自分を大切にする力」について、校長対象

の教育センター研修でも学ぶことがありました。

講師は「 たしはかけががのない 存在」で 他な人

もけががのない 存在」でそうした学校をつくる

ことで、「 んんいが大切にされる社会をつくろう」

と述べます。強く同意します。 

また、講師は「やさはくする」なと 大切にする」

なかどう違うけと問いかけます。オンデマンドで

したので、ここで動画を一度止めて考えました。皆さんはどう思われますか？講師は、あるポッドキ

ャッストのQ＆Aであるとして、こう紹介されました。以下講師の言葉はゴシック体にしています。 

やさはくするなか 私が私な想 でやさはくする」こと。 

大切にするなか 相手な想 を尊重する」こと。 

相手に、しずねる、確けめるけけたりが大切です。 もう少は詳はく話はて」 そう思っしなかどう

はて？」としずねることで、互 な違 ＝けががのないさが浮き彫りにいるかずです。 

誰かに大切にされる経験を通して、自分を大切にすることができるます。本校で自己選択や自己決

定を大切にするのも、子どもたちの想いを尊重し、自分の人生を大切に生きていってほしいという願

いからです。 
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さらに「 私かけががのない 存在だ」と う感覚を育むにか、誰けとな共有体験が有効。私しちか

はょっちゅう共有体験をはており、それか並んで同じもなを見て笑っしり泣 しりはて想 が重い

る体験だと述べます。 

特にこの共有体験を作り出しやすい場面が特別活動です。学級会や学校行事などですね。１学期末

には、それぞれの学級でお楽しみ会や１学期がんばったね会をしていました。２学期には体育会や音

楽会があります。同じ目標に向かって取り組んだり、同じ体験をして想いが重なったりする機会が特

別活動をはじめ学校生活の中にたくさんあります。きっとそれは、「 自分も人も大切にする力」につ

ながると思うのです。幼稚園や保育所などでも共有体験が日々生まれていることでしょう。 

一般には、自尊感情がほめることで育つと思われがちですが、それだけでは、ほめられないと価値

がないという考えにもつながります。真に自分を大切にする力がついている人は、人の評価で大きく

揺れないので、自分のネガティブな部分も含め客観的に自己理解ができます。そして、世界で一人だ

けの自分を受け入れ、かけがえのない自分の人生を主体的に生きていくことができるのだと思いま

す。子どもはもちろん大人も同じですね。 

職員はそれぞれに、あるいは一緒に様々な研修を行い、パワーアップして２学期を       

迎えています。これから、得たものを子どもたちに還元していきます。 

 

体育会に向けて 

さて、そんな暑い中ですが、子どもたちは９月２８日の体育会に向けて動き出しています。今年は

９月末まで動かしたのですが、本当に良かったと思っています。今年度、松江市内の小学校で秋に運

動会を行うのは、大庭小学校だけになりました。この近年の猛暑を考えると、他校の動きは理解でき

ます。ただ、春の運動会と秋の運動会では子ども、特に高学年の参画の度合いが大きく変わります。

もちろん、秋の方が子どもたちのアイディアや企画を生かした会としやすいのです。参加ではなく、

参画つまり計画から子どもたちが考え、より体育会に自己関与する中で子どもたちの成長を願うわ

けです。先日の実行委員会で、今年のテーマは次のようになりました。１５０周年ならではです。 

 

 

毎年申し上げておりますが、 観客に「見せる」よりも、 

児童が全力を尽くは、運動を 好きにいる」ことを体育会な第一に置きます。 

多くの声援や期待を受けてこその全力の姿です。ぜひ、たくさんのご来校、熱い声援をお願いし

ます。ぜひたくさんご参会いただき、すばらしい体育会の実

現にご協力ください。  

 １５０周年記念に上空からドローンで写真を撮影します。

保護者のみなさま、地域のみなさま、ぜひお誘いあわせの

上、ご一緒に記念写真にお入りください。冷水機同様、自治

会さま、PTA様からのご厚志です。 

開会式前９：００前後から撮影予定です。  

VICTORY「150「～走り抜が勝利な道を～ 
 

環境整備のおかげでとてもきれいに

なりました。ありがとうございました。 


